
計画7･3

ニホンザル固有背筋の筋束構成と支配

.神程の筋内分布

小島悦平 (埼玉医科大学短大 ･理学療法)

報告者はニホンザル固有背筋の機能形態学的

解析を進めてお り,胸部の腸肋筋では最長角別こ

比べtypeI線維が多く,また比較的走行の短い多

数の筋束から構成されることを報告した.複雑

な筋束構成をもつ固有背筋においては支配神経

の筋内分布 もあわせて検索する必要があると思

われる.ここではニホンザル1頭 (鰭,3歳)の

左の胸部腸肋筋の筋束構成 と支配神経の筋内分

布を検索した所見を報告する.

起姑は第3肋骨以下の全肋骨で,これに最長

筋との共通起始随膜より起こる筋束が加わる.

停止は第5頚椎以下の頚椎と仝肋骨であるが,第

ll.12肋骨への停止は上述の胎膜よりの筋束の

みを受ける.実体顕徴鋭下で.筋束構成との関

係に注意しながら支配神経の筋内分布を追跡し

た.各分節の脊髄神経後枝の枝が起始筋束を単

位に侵入していたが,その関係は必ず しも厳密

なものではなく.二つの筋束にまたがって侵入

する枝もあった.各枝は筋に侵入した後さらに

分枝して筋内に分布していた. しかしながら腸

肋筋は,各起始筋束は複数の高さに停止し,各

停止は複数の超始より筋束を受けるという複雑

な筋束構成をとる.筋内分布を追跡するには,

神経の経路にしたがい筋線維を取り除い七いか

ざるを得ず,厳密な筋束構成と支配神経との関

係を明らかにするのは困経であった.このよう

な困経を克服するために,筋を無侵班で神経の

筋内分布を検索する方法 (sihlerの変法 :Liuel

a1..1997など)を試みる必要があると考える.

計画7-4

運動神経細胞の位置に基づく霊長頬筋系

の系統発生

木田雅彦 ･和泉 在(岩手医大･医･第一解剖)

神経横取物質によるラット前肢筋の運動核の研

究と前肢筋神経支配様式の比較解剖学によると､

哨乳類での前肢伸筋支配神経の運動核の分化と神

経束構成との問に系統発生上の対応が必ずしも存■

在しない｡そこで､屈筋系か伸筋系か放論のある

霊長類の凍上筋 ･搬下筋の運動核を調べ､その所

属を判定することが本研究の目的である｡アカゲ

ザル 3頭 6側を用い､瀬上筋 ･妹下筋各 281EL

上腕二頭筋 ･槙側手根伸筋各 1側に､ラテック

スビーズ仏B)に吸着させたコレラ トキシンサブ

ユニットB(CTB)の 0.01%溶液(0.6･2cc)を注入し

た｡10日後海流固定して脊髄横断切片を作成し､

DABニッケル反応で発色させた｡ しかし検出さ

れた標沌細胞はごく僅かで､運動核の特定ができ

なかった｡その原因は､標識物質注入丑の不足が

主に考えられる｡今回の注入畳はラットの10-20

倍であったが､体重は約 30倍の違いがあった｡

しかし経験的にはこれだけでは説明 しにくいので､

注入部位の開田も検討する必要がある｡LBに吸

着させた CT】】が軸索に取り込まれるメカニズム

は未だ不明であるが､ビーズに吸着させることに

よって効果的に拡散を防止できる(つまり限局性

が非常に強いので筋注により実験を行え､この手

法が簡便かつ有用であることを我々の別の突放は

示している)｡それゆえ､筋内での注入溶液の広

がり粗度と支配神経の筋内分布との関係を今後解

明して､旧世界柏のように大きな動物での適切な

標織物質の注入丑と注入部位を検討したい｡
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